
令和元年度 

令和元年度第 2回野々市市子ども・子育て会議議事録 

会議日時   令和元年 12 月 23 日(月)19:00～ 

会   場   市役所 2 階 201 会議室 

委員名簿 

  所属・役職等 氏 名 

1 金城大学短期大学部教授 
金城大学短期大学部幼児教育学科 

特任教授 和泉  美智枝 

2 
民生委員・児童委員協議会代表 

（富奥地区会長） 

民生委員・児童委員協議会 

下  幸 子 

3 主任児童委員代表 
主任児童委員 

絹 川   博 

4 
野々市市商工会代表 

（商工会副会長） 

野々市市商工会 

副会長 高木 由次 

5 
野々市市女性協議会代表 

（副会長） 

野々市市女性協議会 

副会長 副田 千惠子 

6 
野々市市学童保育連絡協議会代表 

(たちのクラブ指導員） 

野々市市学童保育連絡協議会 

早 川  雅 代 

7 
野々市市子ども会育成連絡協議会 

（事務局長） 

野々市市子ども会育成連絡協議会 

事務局長 村 井  繁 夫 

8 
幼稚園代表 

（北陸学院扇が丘幼稚園副園長） 

北陸学院扇が丘幼稚園 

副園長 津 田  之 子 

9 
私立保育園代表 

（ヴィテン SMCこども園園長） 

ヴィテン SMCこども園 

園長 中 田 眞知子 

10 
市立保育園代表 

（あすなろ保育園園長） 

野々市市立あすなろ保育園 

園長 竹 田  宏 美 

11 
子育て支援センター代表 

（子育て支援センター菅原所長） 

子育て支援センター菅原 

所長 橋浦  佐和子 

12 
保健センター代表 

（健康推進課長） 

野々市市健康福祉部健康推進課 

課長 若 松 裕 里 

13 
児童館代表 

（本町児童館館長） 

野々市市本町児童館 

館長 長谷川  道子 

14 野々市市ＰＴＡ連合会代表 
富陽小学校 PTA 

会長 福 田 能 久 

15 
児童館母親クラブ代表 

（中央児童館カーネーションクラブ代表） 

中央児童館カーネーションクラブ 

北 村  洋 子 



16 
幼稚園保護者代表 

（青竜第２幼稚園保護者会会長） 

青竜第２幼稚園保護者会 

林 谷 容 子 

17 保育園保護者代表 
エンジェル保育園保護者会 

嶋 田  智 恵 

18 
校長会代表 

(館野小学校校長） 

野々市市立館野小学校 

校長 作 田 有 子 

19 学校教育課長 
野々市市教育文化部学校教育課 

課長 松 田  英 樹 

※中田委員欠席、村井委員の代理として松田高志委員が出席 

 

事務局 

事務局 

野々市市 市長 粟 貴章 

野々市市健康福祉部長 肥田 千春 

野々市市健康福祉部子育て支援課 課長 徳野 伸一 

野々市市健康福祉部子育て支援課 北川 

野々市市健康福祉部子育て支援課 中田 

野々市市健康福祉部子育て支援課 福田 

野々市市健康福祉部子育て支援課 室野 



次 第 

１．開 会 

２．委嘱状（辞令）交付 

３．市長挨拶 

４．会長・副会長選出 

５．議 事 

 （１）「子ども・子育て支援ニーズ調査」の結果について 

 （２）「第２期子ども・子育て支援事業計画（案）」について 

６．その他 

７．閉 会 

 

配布資料 

資料１．令和元年度子ども・子育て会議スケジュール 

資料２．「民間保育施設の再公募」について 

資料３．「旧デイサービスセンターを改修した放課後児童クラブ」について 

資料４．放課後児童クラブ「たちのクラブ」の移転整備について 

議事録 

１．開 会 

事務局・北川 これより令和元年度第2回野々市市子ども・子育て会議を開催させていただきま

す。委員の皆様におかれましては、お忙しい中、年の瀬も押し迫っている中、ご出

席いただきまして、ありがとうございます。 

後程、会長が選任されますが、それまでの間、進行を務めさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

２．委嘱状（辞令）交付 

事務局・北川 今年度、新たな任期で委員になっていただいた皆様に粟市長より委嘱状を交付し、

辞令いただきます。名前をお呼びいたしますので、順に市長よりお受け取りくださ

い。 

３．市長挨拶 

市長 ＜挨拶＞ 

４．会長・副会長選出 

事務局 市長ありがとうございました。市長は所用にてご退席いたします。 

それでは本日の会議の成立をご報告いたします。全委員１９名のうち１８名の出

席がございます。野々市市子ども子育て会議条例第６条２項により、本会議が成立

していることをご報告させていただきます。 

それでは会長、副会長の選出を行います。前の任期に引き続き、会長に主任児童

委員の絹川博様、副会長に民生委員・児童委員協議会代表の下幸子様にお願いした

いと事務局からご提案いたします。いかがでしょうか。 

皆様方から拍手をいただきましたので、絹川委員、下委員お引き受けいただけま

すでしょうか。お願いいたします。その後の議事進行につきましては絹川会長にお



願いしたいと思います。 

絹川委員 今ほど、会長に選任いただきました絹川です。この会議は委員の皆様のご意見を

聞き、支援の体制をつくり、野々市市が住みよい街として保護者の皆様にとって、

子育てがしやすい街になることを目的としております。各委員の皆様のご協力をた

まわり、今後の会議を円滑に進めて参りますので、よろしくお願いいたします。 

それでは議事に移ります。事務局より、ご説明をお願いいたします。 

５．議 事 

事務局 

(北國総研) 

＜（１）（２）についての説明＞ 

説明は以上です。ご質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

松田委員 初めて見る資料のため、わからないことが多く、質問が出てきません。できれば、

今後の運営として事前に配布できるようであれば、送っていただきたいです。その

方が時間の効率が良いと思います。これが１点です。 

第３章ですが、これは２期に対しての計画案だと思いますが、調査が今年で１期

の最後にアンケートを取った結果がこれで、１期の最初と最後の推移を持って２期

に行くのか、このアンケートを持って次につなげるのかがわかりません。アンケー

ト結果が増えたのか減ったのか、この数字からはわからないので、こうした部分を

盛り込んだ冊子にしてほしいです。 

５章の様々な取り組み、事業内容が紹介されていますが、どういう課題があって、

この事業を行うことでどのような改善が見込めるかがないので、主な取り組みを言

っているだけで、具体的なところが出てきていません。これでは２期が終わった時

にどのような達成度があったかを見返せないのではないかと思います。生涯学習課

との連携もないのかなと思います。２２ページの「じょんからKIDS」は活動休止と

聞いています。文言も「実施しています」とか「こうなりました」が多いですが、

計画であるならば、こういう風なことをしますということにしないとならないでは

ないでしょうか。２期目の虎の巻になるはずなので、２期目の終わりに振り替える

時に意味がないものではだめなのではないかと思います。 

事務局・北川 事前に資料の配布、アンケートを取るタイミング、それから結果を踏まえただけ

の計画なのか、第５章のこの計画案の事業について十分な精査をしているのか、と

いう点ですね。 

事務局・徳野 この計画は第２期で、第１期を十分に踏まえてするのは当然ですが、ここにはそ

れが表れていないとのご指摘です。これはその通りだと思います。もう少し１期の

実績なり、効果、新たな課題なども盛り込めたらと思います。ありがとうございま

す。 

事務局・北川 事前の資料提出も次回から少しでも早い間にお渡しし、目を通していただいてか

ら、会議に参加していただけるように心がけます。 

他にご意見はありますでしょうか。 

林谷委員 計画案の４ページ目「就学前の人口推移」ですが、６年先までの予測について、

区画整理は盛り込んでいないことをお聞きして少しわからないことがあります。長



男が菅原の小学校に通っています。今年の夏に開設された、第４すがはらクラブに

移動することになりました。保護者の中からは、早くから学童がいっぱいになって

いることもわかっていたり、何年か国の運用規定を超える人数が重なって、今年増

設いただいたと聞いておりますが、もう少し早く予測できなかったのかなと思いま

した。６年先の予測もしていただいてますが、全体の予測ではなく、未就学児につ

いては保護者の送迎やバスがありますが、小学校については歩いて行かなければな

らないのもあって、区画整理もされていて学区ごとにするのは難しいとは思います。

この度、開設していただきましたが、第４すがはらクラブまで歩いて１５分ほどか

かります。ふたがない側溝などもあり、危ない場所もあります。もう少しゆっくり

とした計画ができれば、富陽小学校の前に児童クラブを並んで増設してもらったり、

という状況もあったのかなと思います。例えば６年先まで人口の推移をする場合に

は１、２年ごとにチェックしていただいて、この学校には何人行くという予測をす

れば、菅原小学校のような急な感じにはならないのではと思いました。アンケート

では小学校の校舎を比較するメッセージもありました。このあたりに早めの対応が

あればと思いました。 

事務局・北川 学童につきましては学校によって、多かったり少なかったり、利用者に差がござ

います。この件についてお話させていただきます。 

事務局・徳野 すがはら児童クラブを利用されていた方につきましては我慢を強いることにな

り、申し訳なかったかと思います。今のお話をお聞きすると、校区別に数字を出せ

ればある程度、１年生では児童クラブを５割以上の子の利用数がわかるかと思いま

す。すがはらクラブに入っている方につきましては、ご迷惑をおかけいたしました

ので、そのあたりの集計につきましても、細かくできればと思います。しかし、計

画にそこまで細かい話を載せるかどうかは検討させてください。 

事務局・北川 今ほどのお話の中で、保育園は短いスパンで、検討させていただいているという

指摘に対する補足です。来年度、令和２年度の入所申し込み状況、本日時点の人数

を確認しております。定員が２３１１人の受け入れ需要があり、２１８９人の申し

込みがございました。うち申請取り消し児童が３９人、入所の内定数は２１５０人

ということで、来年度も定員に対しての待機児童はないということです。しかし、

取り消しの部分については校区にもあるように希望の園に入れるか入れないか、と

いうことで第一希望の園に入れないのであれば、育児休暇を伸ばそうかというお母

さんもおいでます。今後は園においては待機児童がないというだけではなく、地域

ごとの定員も同じように検討していかなければならないと今のお話を聞いた上で補

足させていただきます。 

他にご意見はございますでしょうか。 

和泉委員 １期に続き２期の計画案もご苦労様です。 

まず、１期の時での就学前児童の人口推計で今年度４０００人を超えていました。

どのような根拠になりますでしょうか。1期の時に読み間違いをしているのでしょう

か。 



事務局 

(北國総研) 

人口推計につきましては過去数年の平均増減率を基に算出しています。第１期の

時はその時点から過去数年も増加していたため、将来も増加するとの予測となりま

した。今回第２期では過去数年減少傾向になっているため、将来も減少していくと

の予測になっています。 

和泉委員 計画の基本的な考え方の部分ですが、生きていく社会の厳しさが増してきている

時代です。例えば、社会的な孤立をしていく方が増加しているのではないかと思い

ます。相談できる方はいますかとの質問は前回から、わずかではありますが、減少

しています。ここをないがしろにはできないのではないかと思います。世の中全体

で孤立が進んでいる表れの一つとして取るとしたら、施策を展開していく時に、こ

のあたりにもしっかりと目を向けていかないと児童虐待、こども食堂とも関連して

きますけれども、この部分を見逃さないようにする視点をお願いしたいと思います。 

１３事業につきまして、事務局の北川様からきっちりと総括をしていただきまし

た。病児・病後児の保育事業、ファミリーサポートは課題を残していると思ってい

ました。確かに量の見込みにも壁は見えてきているかと思います。５年間の評価を

してきて出てきた１問１問はとても大切なことですので、これからの５年間の指針

にしていかなければなりません。私たちも含めて読み込んでいきたいです。 

量の見込みと確保方針につきましては、少なくとも見込みを立てて、きっちり出

していただいているので、この形で進んでいけば１３事業もともかく上手くやって

いくであろうと思いました。たくさんの市役所内の連携を上げて頂きましたが、果

たしてそれは本当に連携として成り立っているのかというのがあります。これだけ

施策名、事業内容を上げて、こういう関連事業を明らかにしている市町はそうはあ

りません。本市はこういう関連事業をたくさん持っているので、安心してこれから

５年間歩んでいこうということです。これからを歩みますがすべての総括は要りま

せんが、いくばくかについてはきちっとした総括をあげる必要はあるかと思います。

これだけの事業をお示しいただいたので、価値あるものにしていかなければなりま

せん。 

１期にも関わったものとして、２期もこうして野々市で展開していけるのではな

いかと思います。細かい点はその都度申し上げなければならないかと思います。以

上です。 

事務局 

(北國総研) 

相談できる方はいますかとの質問につきまして、先ほどの説明では第１期と大き

く変わらないと申し上げましたが、実際は少し減少しておりました。この点につき

まして、ご指摘いただきありがとうございました。 

絹川会長 計画値案が出ていますので、１６園から１８園などにはならないのでしょうか。 

事務局・北川 次項の「その他」で新園につきましてはお話する予定でした。ご指摘の通り、十

分な方向性が決まっているので、17園にしても人数確保としてはよろしいかなとい

うところもございます。１園、増加し、子どもらが緩やかに減少していく中での、

市全体の保育園、こども園のあり方については次回会議でもご提示させていただき

ながら、市全体の数をご検討いただく予定もございます。今の計画案で１７園と記



入して良いかにつきましては２月の子ども・子育て会議で諮らせていただいて、次

期の計画に織り込んでいこうかなと考えております。課内でもう少し検討させてい

ただいて、次回お話させていただきます。 

和泉委員 資料につきまして期限を切って、皆様に読んでいただき、意見があれば、事務局

に申し上げることは可能でしょうか。 

和泉委員  皆様に、今日お渡しし、見て頂くという形をとりましたので、ご意見をいただく

機会がありませんでした。少し、期限を切って、読み込まれた中で意見をいただき、

課内で検討し、ご連絡させていただきます。 

絹川会長 ご意見、ご質問がなければ次の「その他」に進みますが、よろしいでしょうか。 

それでは事務局の方、よろしくお願いいたします。 

６．その他 

事務局・中田 ＜資料１の説明＞ 

事務局・福田 ＜資料２の説明＞ 

事務局・北川 こちらにつきまして、何かご質問はありますでしょうか。 

和泉委員 県庁の会議に参加したところ、市が用地を確保して、再公募していることをご存

知ないようでした。まだしっかりと伝わってはいないのでしょうか。県の方はご存

じかと思いますが、公募になりそうな園の理事長か施設長の方です。 

事務局・福田 野々市市、白山市、金沢市に民間保育園を持つ法人に対して、通知はお送りして

おります。 

事務局・北川 情報ありがとうございました。再公募に関しましては第１回の公募に御案内いた

しました３市の民間保育園を運営している学校法人、社会福祉法人に対しては、市

が用地を確保しましたと再度ご案内を郵送し、ホームページにアップしています。

内容の書きぶりが少し、ご理解いただけなかった点があったかと反省いたします。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

それでは資料３・４について説明いたします。 

事務局・中田 ＜資料３・４の説明＞ 

早川委員 たちのクラブの整備につきまして、ありがとうございました。今後ともよろしく

お願いします。 

事務局・北川 報道等でご存知かと思いますが、今年５月に滋賀県で発生した散歩中の子どもた

ちが、事故に巻き込まれたことがありました。こちらにつきまして、資料はござい

ませんが、ご報告のみさせていただきます。 

市内の保育園、こども園、幼稚園のほうに散歩ルートの安全点検を行いました。

６月下旬に各園より、危険と考えられる箇所がないか、洗い出しをしました。担当

課に連絡をしていただき、合計で１１４カ所の危険と思われる場所をご提案いただ

いております。その中で交通にかかるものを精査いたしました。そして、各園の散

歩ルートの変更、工夫によって、改善できるものを除外していきました。担当課の



職員でルートを全て確認し、遊びに行く公園の状況も確認しました。その上で、子

育て支援課だけではなく、建設課、環境安全課と打ち合わせをしました。この中で

交通安全、確認、変更が必要なところをもう少し、精査しました。５園の５件につ

いて合同点検を実施しました。内容としましては横断歩道の設置希望が２件、あと

は交差点の危険について１件、歩道の横断信号の時間延長が２件、合計５件の改善

策がありました。今のところ、白山署、県の土木課とも連携をとりまして、４カ所

については順次改善していきますが、１つ横断歩道の設置については近くに地下横

断路があったり、少し離れたところが信号機のついた横断歩道があり、こちらにつ

いては見合わせる結果となりました。次年度につきまして、改善し、進めていきた

いと思います。 

事務局からは以上となります。 

絹川会長 他にないようであれば進行を事務局にお返しします。 

７．閉 会 

事務局・北川 絹川会長ありがとうございました。なお、本日の委員報酬につきましては前回と

同じ口座に振り込みをさせていただきたいと思います。口座に変更がある方はお帰

りの前に事務局にご報告いただきたいと思います。 

本日は長時間にわたり、貴重なご意見ありがとうございました。委員の方からい

ただいた意見を参考に施策について吟味し、改善点はないか、数字やアンケート、

自由意見についても考えながら素案に含めていきたいと考えております。 

これを持ちまして、令和元年度第2回野々市市子ども・子育て会議を閉会させてい

ただきます。お足もとが暗くなっておりますので、お帰りの際はお気をつけくださ

い。ありがとうございました。 

 


